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研究要旨 
科学的根拠に基づくがん情報の迅速な作成と提供のための体制整備のあり方に関する研

究を開始した。日本緩和医療学会が刊行する7つのガイドラインならびに関連刊行物のう

ち、「補完代替療法の手引き（仮称）」の改訂作業プロセスにおいて、がん患者団体の代表

者の会議への参画のもとに、この領域に関する患者・家族のニーズの把握に着手し、患

者・家族―医療者間コミュニケーションに配慮した取り組みを継続することとした。 
 
A． 研究目的 
科学的根拠に基づくがん情報の迅速な作成と提供

のための体制を整備するために、ガイドラインなら

びに関連刊行物の改訂作業プロセスにおいて、課題

の整理と解決のための方策について検討する。 
 
B．研究方法 
 日本緩和医療学会が刊行する7つのガイドライン

ならびに関連刊行物のうち、「補完代替療法の手引き

（仮称）」の改訂作業プロセスにおいて、医療者が参

加する会議（改訂作業部会）において検討すべき課題

を整理し、そのもとに、がん患者団体代表者が参画す

る会議において、医療者側と患者・家族側の双方向性

の話し合いにより、患者・家族が抱えるニーズの整理

を行う。 
 
（倫理面への配慮） 
特記すべき事項なし。 

 
C．研究結果 
 今回の改訂作業にあたり、「患者・家族－医療者間

のコミュニケーションを含めた医療者向けのガイド」

を作成することとした。 
 患者・家族のニーズをより幅広く掌握するために、

がん患者団体（全国がん患者団体連合会）にアンケー

ト調査を行うことの承認を得た（次年度に実施予定）。 
 
D．考察 
 「補完代替療法の手引き（仮称）」の改訂作業を、

患者・家族―医療者間のコミュニケーションに配慮し

て行うこととした点は、今後、医療者向けガイドライ

ンならびに関連刊行物を患者・家族向け情報サービ

スに繋げることを目指していく上で重要なポイント

であると考える。さらに、がん患者団体にアンケート 

 
調査を依頼して、患者・家族のニーズをより幅広く掌

握することは、実臨床における課題を上記刊行物の

作成に反映させることに役立つと考えられる。 
 
E．結論 
 患者・家族－医療者間のコミュニケーションに配

慮した改訂作業を通して、医療者向けガイドライン

関連刊行物を患者・家族向け情報サービスに有機的

に繋げることが可能になると期待される。 
 
F．健康危険情報 
  なし 
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